




Problems and future trends in Upper Secondary School Geography and 
History Education New Compulsory Subject “Chiri Sogo”:













GIS（地理情報システム＝ Geographic Information System, 以下、GIS と略す）の内容と課題、その
対応策の方向性、中学校社会科地理的分野や小学校社会科との整合性、対応のための関連学会と
の連携、横浜市教育委員会との連携等による研究協力について検討することを目的とする。





「地理総合」の内容と GIS に関連する課題を指摘した。3 章では、 GIS の取り組みの充実の鍵を握
る関連学会として、委員長として企画の中心となった日本地理学会地理教育公開講座の取り組み
を示した。4 章では「地理総合」の充実の鍵を握る学校現場との研究協力の一端として横浜市立
中学校における 2015 年度及び 2016 年度の研究協力として汎用性の高いアナログ GIS 教材の提
案を行った。
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2．中学校社会科及び高等学校地理歴史科・公民科の改訂の方向性と「地理総合」
2.1　学習指導要領改訂とカリキュラム・マネジメント　









これまで学習指導要領は , 時代の変化や子供たちの状況 , 社会の要請等を踏まえ , およそ 10 年
ごとに改訂されてきた。今回の改訂では学力については ,「ゆとり」か「詰め込み」かの二項対立

































第１図  高校新「地理歴史科」「公民科」の科目の内容      出典：中央教育審議会（2016）
第２図  高校新科目「地理総合」の内容      出典：中央教育審議会（2016）　
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筆者は小中高等学校の地理授業における ICT 授業の必要性を訴え、写真、映像、電子黒板の 
活用とともに部分的ではあるが GIS への取り組みを進めてきた（田部（2012a, 2012b、 2012c, 



























2017 年 3 月 28 日（火）に筑波大学 3A204 の第 31 回公開講座「「地理総合」と GIS（地理情報シス
テム）」の企画趣旨を提案し、発表 1: 井田仁康（筑波大）, 発表 2: 田部俊充（日本女子大）・高阪



















て、教職科目や地理学関連科目で GIS を積極的に取り上げて、学生が GIS を授業で十分に使え
るようになる枠組みを提示した。
発表 3: 佐藤崇徳（沼津工業高専）「地理教育のための GIS 教材の開発」ではウェブ地図 API















教育委員会から連絡があり、相互交流事業に協力することとなった。2015 年度は旭区 A 中学校、
2016 年度は青葉区 B 中学校との協力事業を重ねた。
4.2　2015年度 : 旭区 A中学校との研究協力の経緯
A 中学校で協力していただいた K 教諭は 10 年経験者対象の「人材育成マネジメント研修」を
受講しており、意欲のある協力的な教員であった。校長も社会科が専門の理解のある方だった。
大学と中学校での何回かの打ち合わせを経て、2015 年 11 月 2 日に中学校で授業見学を行った。
学生とともに中学校の様子と K 教諭の授業スタイルを知る。2016 年 1 月 5 日に大学で打ち合わ
せを行う。K 教諭が過去に行った「身近な地域の調査」の授業を説明していただき、田部が構想
している授業とすり合わせ、具体的な単元計画をねる。大学の授業との関係で、単元の前半を 1














ルムで作成した TP シートを配布した。3 枚組× 3 セット計 9 枚で、1932 年版と 1967 年版と
2013 年版の 3 つの時期の新旧地形図を手描きで着色し、コピー機でカラー印刷した。
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トを重ねて見たり、透かして見たりする活動が行われた。本時は主に、新旧地形図から地域の特
徴を読み取る技能を身につけることを目的とした。
2）共同授業 2 日目（2016 年 2 月 26 日）
2 日目は導入として、1 日目のアンケート結果を発表するところからはじめた。また、アンケー
ト結果を反映して学生が作成した、「1 住宅の町」「2 ロマンの町」「3 自然の町」のパワーポイント
資料を示し、2 の地域に伝わる駕籠塚伝説についての話を聞かせる。展開 1 として 1932 年の地
形図を見て気づいたことを発表させ（グループ）、展開 2 として 1932 年と 1967 年の地形図を比







2015 年度 : 旭区 A 中学校との研究協力の様子を教職員育成課の発行している大学連携だより
第 1 号に掲載していただき、市内全校に配布された（第 3 図）。横浜市教育委員会の推進する相
互交流事業のモデル例と高く評価していただき、2016（平成 28）年 6 月 22 日の第 1 回大学連携・
協働協議会で、教育長をはじめ市教育委
員会幹部、市内学校関係者、協定大学












4.5　2016年度 : 青葉区 B 中学校
との研究協力の経緯
2016 年度は青葉区 B 中学校との研究













8 月に B 中学校で打ち合わせが行われ、
田部は T 教諭と I 教諭の二人の社会科教
員と協働して地理的分野で ESD に関連
した授業づくりをすることになった。
まず、T 教諭が 11 月に「南アフリカ州」
の単元で「環境保全と産業発展の両立を
考えさせる」の授業を行った。授業後に















授 業 は 2017 年 2 月 13 日（ 月 ）13:10-









日本女子大学紀要 人間社会学部 第 28 号 Japan Women’s University Journal vol.28（2017）
周辺の地形図（2008 年版）と TP シート（色塗り）、拡大図（2008 年版）から読み取れることを発
表し、クラスで共有した。B 地区で読み取った要素としては、鉄道・道路、地名・施設、自然・
住宅、交通が便利、住宅が多い、緑が少ない、等であった。次に展開 2 として旧地形図（1982 年
版）、TP シート（色塗り）、拡大図（1982 年版）を見て気づいたことを発表させた。生徒からは、
交通は不便、住宅は少ない、緑が多い等の意見が出た。次に展開 3 として映像「狛江水害」で多
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